
 
 
 日

本
共
産
党
青
森
県
議
会
議
員 

 
 

安
藤
は
る
み
の 

新
・ア
ジ
サ
イ
だ
よ
り 

 

 
 

短
命
県
克
服
に
一
石
な
る
か 

 
 

夫
の
病
気
を
機
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
た
次
男
夫
婦

に
は
何
か
と
助
け
て
も
ら
い
大
助
か
り
で
す
。
そ
の

次
男
が
今
度
店
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
夫
婦
に
と
って
商
売
と
は
縁
が
な
い
人
生
だ
った
の

で
、
ど
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
ら
よ
い
の
か
迷
う
と
こ
ろ

で
す
が
、
自
分
で
選
択
し
歩
も
う
と
す
る
そ
の
思
い

に
後
押
し
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
男

は
小
中
の
時
は
野
球
少
年
、
高
校
は
槍
投
げ
の
選

手
、
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
専
門
を
学
び
、
社
会

に
出
て
か
ら
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
な
ど
を
経
験
し
、
自
分

の
体
験
を
通
し
て
体
に
と
っ
て
の
食
の
大
切
さ
を
学

ん
で
き
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
行
き
着
い
た
の
が
体

に
良
い
油
（オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
な
ど
）を
中
心
に
自
然

食
品
を
扱
う
店
を
構
え
る
こ
と
で
し
た
。
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
は
最
近
注
目
を
浴
び
奥
が
非
常
に
深
い
も
の

の
よ
う
で
す
。
健
生
病
院
の
機
関
紙
「
健
康
」
で
安

田
肇
先
生
が
「長
寿
の
一
考
察
」の
中
で
、
現
在
１
０

４
歳
に
な
る
聖
路
加
国
際
病
院
名
誉
院
長
の
日
野

原
重
明
先
生
が
、
毎
朝
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
一
杯
を
飲

ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
息
子
は
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
も
と
る
と
張
り
切

って
い
ま
す
。 

店
の
一
角
に
は
「ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」も
設
け
る

の
だ
そ
う
で
す
。
共
通
の
本
棚
を
置
き
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
の
「
本
」
を
持
ち
寄
り
交
換
し
な
が
ら
人
の
縁

を
紡
ぐ
活
動
だ
そ
う
で
す
。
息
子
の
「
夢
」
が
形
に

な
る
の
も
あ
と
少
し
。
３
月
２
６
日
に
自
宅
近
く
に

開
店
し
ま
す
。
短
命
県
克
服
の
青
森
県
に
一
石
が

投
じ
ら
れ
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。 
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ほ
っ
と
タ
イ
ム 

 

新・アジサイだより 第１０３号(通算２１５号)            ２０１６年 ３月 １３日 

 

故
郷

ふ
る
さ
と

を 奪
っ
た
原
発 

も
う
な
く
せ 

（
は
る
み
の
ワ
ク
ワ
ク
川
柳
） 

 

■皆さんの「ご意見」・「ご要望」をお寄せ下さい。■「生活相談」お気軽にご連絡下さい。２月の相談対応 ３件。 

２月のホームページアクセス数  

      ２５，５５４件 

 

  

 

 

 

県
議
会
報
告
会
行
う 

２
月
１
３
日
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
５
０
人
の
方
々
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

５年目の３・１１ さようなら原発・核燃 

 

●
原
子
力
災
害
時
の
安
定
ヨ

ウ
素
剤
配
布
に
つ
い
て
問
う 

 

医
療
薬
務
課
長 

「
東
通
原
発
か
ら
半
径
５
キ
ロ

区
域
（
東
通
３
地
域
）
の
３
歳
以

上
※
の
住
民
２
９
０
０
人
に
つ

い
て
は
、
事
前
配
布
。
３
０
キ
ロ

区
域
（
む
つ
市
、
野
辺
地
町
、
横

浜
町
、
六
ヶ
所
村
、
東
通
村
）
の 

●
介
護
保
険
施
設
等
の
食

費
・
居
住
費
の
負
担
軽
減
の

基
準
見
直
し
と
周
知
に
つ
い

て 
 

高
齢
福
祉
保
健
課
長 

「
介
護
保
険
施
設
費
用
の
う
ち

食
費
及
び
居
住
費
は
利
用
者
の

自
己
負
担
が
原
則
。
た
だ
、
市
町

村
民
税
等
の
非
課
税
世
帯
の
利

用
者
に
つ
い
て
は
申
請
に
基
づ

き
軽
減
が
図
ら
れ
る
。
平
成
２
７

年
８
月
に
施
行
さ
れ
た
介
護
保

険
制
度
の
改
正
で
、
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
・
利
用
者
が
世
帯
移
入

し
た
場
合
で
も
配
偶
者
が
市
町

村
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
・
利

用
者
な
ど
の
預
貯
金
が
配
偶
者

が
い
な
い
場
合
利
用
者
の
預
貯

金
が
１
０
０
０
万
円
以
下
、
配
偶

者
が
い
る
場
合
利
用
者
及
び
配

偶
者
の
合
計
額
が
１
０
０
０
万

以
下
で
あ
る
こ
と
」
と
答
弁
。 

★
市
町
村
窓
口
で
の
丁
寧
な
説

明
が
行
わ
れ
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。 

他
、
東
通
原
子
力
発
電
所
災
害
時
の
避
難
者

受
け
入
れ
が
五
所
川
原
・
黒
石
・
平
内
に
広

が
る
件
、
男
女
共
同
参
画
意
識
（
ジ
ェ
ン
ダ

ー
フ
リ
ー
）
の
定
着
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま

し
た
。 

対
象
人
員
７
万
３
千
人
に
つ
い

て
は
、
避
難
の
際
に
学
校
や
公
民

館
な
ど
で
配
布
服
用
。
現
在
必
要

人
口
数
の
３
倍
を
用
意
し
有
効

期
限
失
効
し
な
い
よ
う
随
時
交

換
（
※
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
は
粉

末
を
溶
か
し
て
服
用
）
」
と
答
弁
。 

 

●
新
制
度
の
下
で
の
保
育
料

を
問
う 

 
 

こ
ど
も
み
ら
い
課
長 

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度

に
お
け
る
保
育
料
は
国
が
定
め

る
水
準
を
上
限
と
し
て
市
町
村

が
定
め
る
。
算
出
基
礎
と
な
る
所

得
税
額
か
ら
市
町
村
税
額
に
変

更
さ
れ
た
が
、
事
務
簡
素
化
の
た

め
で
保
育
料
に
大
き
な
変
化
は

な
い
。
徴
収
方
法
は
保
育
所
が
市

町
村
、
認
定
こ
ど
も
園
が
施
設
で

徴
収
す
る
。
保
育
標
準
１
１
時

間
、
保
育
短
時
間
８
時
間
の
認
定

を
受
け
る
が
、
そ
れ
以
上
の
延
長

保
育
は
利
用
者
負
担
と
な
る
。」 

 

★
県
内
市
町
村
の
保
育
料
を
問

う 「
無
料
化
し
て
い
る
の
は
中
泊

町
、
西
目
屋
村
。
市
で
上
限
額
が

最
も
高
い
の
は
弘
前
市
」 

３／６  
青森集会で「制服向上委員会」

のメンバーと（上） 
 
県庁前でコール（右） 

２／２７  
弘前集会で浪江町「希望

の牧場」代表吉沢正巳氏

と共に（右） 
 

２
月
１
９
日 

環
境
厚
生
常
任
委
員
会 


